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令和６年度 第１３次沼田市教育水準向上研究＜第１年次＞推進計画 

 

１ 研究主題 

社会の変化に主体的に関わり、未来社会を生き抜く力を身に付けた子供の育成 

  

２ 主題設定の理由 

 本市では学習指導要領の趣旨を踏まえ、昨年度まで、育成を目指す３つの資質・能力

（「知識及び技能の習得」「思考力、判断力、表現力等の育成」「学びに向かう力、人

間性等の涵養」）から、「指導の重点」を示して教育水準の向上を目指し取り組んでき

た。 

幼稚園では学びの連続性を踏まえ、幼児が主体的に遊ぶ中での環境の再構成や援助

の工夫、体力向上の推進等を図ってきた。また各学校では、「確かな学力」の向上のた

めに、質の高い学びの実現を目指し、授業づくりの考え方や指導方法の改善に努めてき

た。特に、１人１台端末等の ICT 活用や「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け

た、「学び合い」と「振り返り」を大切にした授業実践が積み重ねられてきた。そして、

生徒指導においては、学校園全体での情報共有や組織的な対応、児童生徒主体のいじめ

防止活動を重視した取組が行われ、健康な体の育成については、運動の機会づくりや家

庭との連携、生活習慣と関連させるなどの取組が図られた。コロナ禍においても各学校

園で工夫した取組が行われ、成果が上げられたと考える。  

 しかしながら、小・中学校では、全国学力・学習状況調査や各種学力検査等の結果を

見ると、教科によっては市全体で数値が低下していたり、授業中に自分の考えを発表す

る際、自分の考えをうまく伝えられるように資料や文章、話の組立てなどを工夫して発

表することに課題が見られたりする。また、様々な要因が複雑に絡み合い、不登校児童

生徒が増加していたり、家庭での学習が困難で、学習習慣が十分に身に付いていなかっ

たりする子供たちが増えているなどの現状がある。さらに、今後、少子化や高齢化が進

む中、本市の将来を担う子供たちには、郷土に誇りと愛着をもって、地域文化を受け継

いでいくことが求められている。  

第１３次では、これまでの取組や成果を踏まえ、学習指導要領で目指す「生きる力」

を「社会の変化に主体的に関わり、未来社会を生き抜く力」と捉え、本市の「未来を担

うたくましいひとづくり・まちづくり」の基本理念のもと、目指す子供像を意識した研

修主題とし、「生きる力」を身に付けた子供の育成、そして、たくましく生きる力を育

む学校教育の充実を一層図りたい。また、引き続き「確かな学力」、「豊かな心」、

「健やかな体」を３つの柱とし、それぞれに「指導の重点」を示し、各学校園で重点を

置いて取り組んでいくこととする。 

これらの指導に当たって、幼児教育では、子供達が自分で発見する喜びをもって楽

しく「遊びをつくる」ことを促すことにより、全ての学びの基礎となる好奇心や探究心

などを育んでいく。学校教育では、確かな学力を育てる質の高い授業づくりを推進する

とともに、子供たち一人一人の能力や可能性を最大限に伸ばす支援を行うことにより、

課題に対して主体的に考え、他者と協働しながら粘り強く解決に向かっていく学びの中

で、挑戦する姿勢や変わりゆく状況に柔軟に対応できる資質・能力を育成していく。ま

た、各学校園では、個々の状況に応じたきめ細やかな支援や多様な学びの場の提供する

ことや、支援を要する全ての子供が共に学び合うことができる教育環境を通じて、一人

一人の多様性を尊重し、その可能性を最大限に伸ばす教育を実践していくことが必要と

なる。さらに、学校と地域がパートナーとして連携・協働するコミュニティ・スクール

の取組や、総合的な学習の時間を中心とした「ぬまた未来創造学」の推進、教育部活を

踏まえた部活動の地域展開など、これまで以上に家庭や地域、関係機関との連携・協働

に努め、社会全体で子供たちの成長を支えていくことが大切になる。そして、予測困難

な時代であっても、子供たちが「自律」し、家庭や地域と共に育っていけるよう、教育

実践に努めていきたい。  
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 以上のような観点に立って、全市的に研修を推進することにより、社会の変化に主体

的に関わり、未来社会を生き抜く力を身に付けた子供を育成することができると考え、

本主題を設定した。  

 

３  研究目標 

 第１３次教育水準向上研究推進計画を基に、市教委及び各学校園が自主的、組織的に

研究実践することにより、社会の変化に主体的に関わり、未来社会を生き抜く力を身に

付けた子供の育成に努め、たくましく生きる力を育む学校教育の充実と、本市教育水準

の向上を図る。 

 

４ 指導の重点 

各学校園の実践において、以下の重点（【表１】）に取り組むこととする。 

【表１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇学習の基盤となる「言語能力」「情報活用能力」「問題発見・解決能力等」

や現代的な諸課題に対して求められる資質・能力を育成するために、「主体

的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善に取り組む。特に、市教委作

成の「学力向上対策」について全ての教員で共通理解を図り、「学び合い」

と「振り返り」を大切にした授業の質的改善を目指す。  

〇一人一台端末等のＩＣＴ環境を効果的に活用し、子供たちの能力を最大限に

引き出す授業を行い、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充

実を図る。  

○学力検査等の分析や日常の的確な実態把握に基づく、各教科における個に応

じたきめ細やかな指導の充実を図る。  

 

 

 

 

 

 

○道徳教育推進教師を中心とした指導体制の整備の推進を図り、教育活動全体

を通じた道徳教育及び「特別の教科 道徳」の充実に努める。 

〇「ぬまた未来創造学」を踏まえ、生活科や総合的な学習の時間を中心に、各

学校で地域の伝統文化や歴史を学び、豊かな自然に触れる学習を計画的・系

統的に実施し、子供たちが郷土を知り、郷土を誇りに思う心を育む。  

○児童生徒が多様性を認め合う人権教育の充実を図るとともに、社会で自立す

るための基礎的な能力や態度の育成に努める。 

 

 

○「体力向上プラン」を踏まえ、教科体育を核とした運動やスポーツに対する

関心や意欲の向上を図る取組の推進 

○子供の危険予測と危険回避能力を高めるための実効的な安全教育の推進  

○中学校における部活動の適切な指導の実施と、家庭・地域と連携して「心＝

道徳面」の成長を重視した、道徳的実践の場とする活動の充実 

 

５ 研究の推進 

 (１） 市教育委員会 

ア 第１３次教育水準向上研究＜第１年次＞推進計画の策定 

 第１２次教育水準向上研究の成果や課題、国や県の教育動向等を踏まえ、教育

長の指導の下、校長会協議会、園長会議、教育水準向上研究推進委員会等の意見

を参考に、学校教育課長、指導主事により策定する。 

イ 各年次の企画・運営・評価等 

 教育長の指導の下、学校教育課長、指導主事が中心となり、校長会協議会、園

長会議、教育水準向上研究推進委員会等の意見を参考にしつつ、各種研修事業の

企画・運営・評価、全市的な成果と課題のまとめなどを行う。 
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か
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（２） 各学校園における推進 

ア 研究主題の設定 

 市の主題、目標に基づき、各学校園における緊要な課題について討議し、各学

校園の教育目標達成を目指した適切な研究主題を設定する。 

イ 研究推進委員会の組織と運営 

 校（園）長の指導の下、各学校園が実情に即して研究推進委員会等を設け、組

織的、効率的に研究実践を推進する。組織は学校運営機構に適切に位置付けられ

るように配慮する。 

ウ 研究推進計画の策定 

 各学校園の教育目標達成を目指して設定した研究主題に基づき、創意工夫した

学校経営を展開する中で研究に取り組み成果がまとめられるように、推進計画を

立てて実践する。 

エ 研究推進と総括・反省 

 以上の推進計画に基づき、主体的・組織的な研究を進め、１月下旬までにその

成果を研究報告書にまとめ、市教育委員会が作成する市研究紀要「沼田市の教育」

の原稿として、市教育委員会に提出する。 

オ 研究成果の活用 

 「沼田市の教育」を教育実践に活用し、幼児・児童・生徒の人間関係形成に役

立てるとともに、各教員の教育実践の指針とし、反省の資料とする。 

 

（３）教育水準向上研究推進委員会 

 校長会協議会代表者２名、教頭会代表者２名、教育水準向上研究授業研究会会

場校より研修主任各１名、事務局５名等で構成する。年３回程度開催し、教育水

準向上研究の推進に係る諸施策等を協議するとともに、その評価等を行い、研究

推進の改善・充実に資する。 

 

（４）沼田市教育研究所 

 該当する各学校より選ばれた所員及び研究員で、小学校班（３～４名）、中学

校班（３名）の２班を編成する。班ごとに、市の主題を踏まえて研究主題を設定

し、研究実践を行う。 

 

（５）各種研修会 

ア 「『沼田市・先生の日』幼小中学校教職員全体研修会」を開催し、第１３次沼

田市教育水準向上研究についての説明を行う。 

イ 「沼田市夏季研修会」を開催し、学習指導要領の具現化と指導力の向上による

授業改善を図る。 

ウ 「沼田市教育水準向上研究授業研究会」を実施し、第１３次教育水準向上研究

に係る学校教育の重点の具体化を図る授業の在り方を研究するとともに、市教育

水準の全体的な向上を図る。会場校は研究会に向け、市教育委員会と連携を図っ

て研究を推進する。 

エ 「沼田市教育研究所成果発表会」を実施し、各研究班による研究の成果と課題

を各学校園に広め、市教育水準の全体的な向上を図る。 

オ 「沼田市幼保こ小関連教育推進事業研究会」を実施し、義務教育と就学前の教

育・保育との連携の充実を図る。 

 

６ 研究計画 ※第１３次教育水準向上研究は、令和６年度～令和８年度までの３年間  

 令和６年度＜第１年次＞ 子供の実態等確認・指導の重点の絞り込みと実践 

 令和７年度＜第２年次＞ 子供の実態等に応じた指導の重点に基づく実践 

 令和８年度＜第３年次＞ 第２年次までの成果と課題を踏まえた実践とまとめ 



＜研究主題＞
社会の変化に主体的に関わり、

未来社会を生き抜く力を身に付けた子供の育成

○「体力向上プラン」を踏まえ、
教科体育を核とした取組の推進

○子供の危険予測・回避能力を高
めるための実効的な安全教育の
推進

〇部活動の適切な実施、「心＝道
徳面」の成長を重視した、道徳
的実践の場とする活動の充実、
地域家庭と連携した、休日部活
動の地域展開

○道徳教育推進教師を中心
にした指導体制の整備、
教育活動全体を通じた道
徳教育の推進、「考え・
議論する」道徳の時間の
質的な充実

○「ぬまた未来創造学」の
推進

○多様性を認め合う人権教
育の充実

○「学び合い」と「振り返り」
を大切にした授業の質的改善

○１人１台端末等のICTを効果
的に活用した、「個別最適な
学び」と「協働的な学び」の
一体的な充実や探究的な学習
活動の充実

○学力検査等の分析に基づく、
各教科における個に応じたき
め細やかな指導の充実

学校（幼稚園）経営の充実
○学びの連続性を踏まえた幼小中連携
の充実

○カリキュラム・マネジメントの充実
○校（園）内研修の計画的な実施

家庭や地域社会・専門機関等との連携
○コミュニティ・スクールの取組により、家庭や地域
社会と連携・協働した教育課程の編成・実施・評価

（社会に開かれた教育課程の実施）
○地域の人的・物的資源の積極的活用
○専門性をもった関係機関との連携や組織的・協働的
な課題の解決

教育研究所
○資質向上に資するための実践的な班別
研修の推進

○「教育支援センター（きずな）」「こ
とばの教室」における支援体制の確立

確かな学力 豊かな心 健やかな体

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

-４
-
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第２章　研究経過の概要 

１　令和５年度（１～３月）

   月　日 研　究　事　業　等 研　　究　　内　　容　　等

　１．１０  １ 月　 定 例 校 長 会 ○開始前連絡、教育長指示・伝達　等

  １．１２  沼田市いじめ防止子ども ○いじめ防止に向けた各校の児童生徒主体の取組の発表 

 会議 「いじめのない学校を目指して」    ※オンライン開催

  １．１６  第９回  教   頭   会 ○班別研修　等

  １．１６  第３回  幼稚園長会議 ○第２回以降の特記事項についての報告　等　※紙面開催

  １．１７  国 際 交 流 事 業 説 明 会 ○来年度の国際交流事業について　※中止

　１．１８  第３回 教育水準向上推進委員会 ○今年度の成果と課題、次年度の計画等について　

  １．１９  教 務 主 任 会 ○教育課程及び学事等について

  １．２４  教育研究所第二次検討会 ○研究のまとめの検討

   ２．　２  ２　月　定 例 校 長 会 ○開始前連絡、教育長指示・伝達　等

 教育研究所論文審査会 ○論文・実践記録審査

  ２．　６  第10回  教　 頭 　会 ○教頭会研究のまとめ　等

  ２．１６ 沼田市通学路安全推進会議 ○今年度の通学路点検におけると取組状況の報告について

 　２．２０    教 育 研 究 所 修 了 式 ○修了証書授与

  成 果 発 表 会 ○令和５年度研究成果の発表 

  

  

  

  

  

    ２．２２ 第２回学校経営ヒアリング ○本年度の学校経営の評価、反省と今後の課題について

       ○学校教育指導の重点と各学校の取組

　３．　６  ３　月　定 例 校 長 会 ○開始前連絡、教育長指示・伝達　等

  ３．　６  第４回  幼稚園長会議 ○第３回以降の特記事項についての報告　等

  ３．　７  第12回 教　 頭 　会 ○本年度の反省と次年度の展望、行事日程

◆小学校班の研究 

 課題を見いだし、解決に向けて主体的に話し合う児童の育成

　　～学級活動(１)における、問題を見付け、意見を比較し認め合う工夫を通して～ 

◆中学校班の研究 

　　問題を自分事として捉え、主体的に解決できる生徒の育成 

　　～生徒が探求意欲を高めることができる問題発見と次の課題発見につながる振り返りに焦点を当てて～
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２　令和６年度（４月～１月）      

   月　日 研　究　事　業　等 研　　究　　内　　容　　等

  ４．１０  ４ 月　定 例 校 長 会 ○開始前連絡、教育長指示・伝達　等

  ４．１１  第１回 幼稚園長会議 ○令和６年度園務分掌、４月の特記事項について　等

 第１回　教　 頭　 会 ○令和６年度組織編成、研究主題・計画について　等

 英 語 主 任 等 会 議 ○ＡＬＴ訪問計画調整、情報交換　等　（書面開催）

  ４．１２  教育研究所委嘱状交付式 ○辞令交付　研究の進め方について　等

  ４．１６  生徒指導主事・主任会議 ○生徒指導の重点、生徒指導に関する情報交換　等

   ４．１９    「沼田市・先生の日」 ○全体研究会

 幼小中学校教職員全体研修会 　令和６年度沼田市教育行政方針についての確認  等

  ４．２４   研 修 主 任 会 ○令和６年度の各校の取組について情報交換　等

  ４．３０  第１回学校経営ヒアリング ○令和６年度の市教育委員会の取組と学校・園運営 

　５．　２ ○学校教育指導の重点と各学校・園の取組

  ５．　８  ５ 月　定 例 校 長 会 ○開始前連絡、教育長指示・伝達　等 　

  ５．１４  第１回　教育支援委員会 ○事業報告、予算承認　等　（年間７回開催）

  ５．１５  第２回　教　 頭　 会 ○講話　利根教育事務所　所長　角田　義行 

       （郡市合同研修会）

  ５．２１  第１回 教育水準向上推進委員会 ○令和６年度の教育水準向上研究の推進について

  ６．　４  ６ 月　定 例 校 長 会 ○開始前連絡、教育長指示・伝達　等

  ６．１２  第３回　教　 頭　 会 ○講話　利根教育事務所　管理主監　角田　巧 

       （郡市合同研修会）

　６．２５  教育研究所主題検討会 ○各班の主題の検討　

  ７．　２  ７ 月　定 例 校 長 会 ○開始前連絡、教育長指示・伝達　等

  ７．１０  第４回　教　 頭　 会 ○講話　利根教育事務所　管理主事　後藤　一将

 　　　（郡市合同研修会）

  ７．２３  第１回　学校経営研修会 ○講話　沼田市教育委員会　教育長　竹之内　篤　  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（全３回開催）

  ７．２４  沼田市夏季研修会 ○ディスカッション 

 　　　　（全教職員対象）  「地域にある資源と地域の人にふれながら体験的かつ 

　探究的に学ぶ教育の推進に向けて」
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  ８．２１  沼田市中学校国際交流事 ○フィリピン在住の中学生及び現地外国人コーディネ

  ８．２２  業オンラインプログラム 　ーターとオンラインによる交流プログラムを実施

  ９．　３  ９ 月　定 例 校 長 会 ○開始前連絡、教育長指示・伝達　等

  ９．　４  第２回 教育水準向上推進委員会 ○授業研究会、「沼田市の教育」等について

　９．　５  第２回　幼稚園長会議 ○第１回以降の特記事項についての報告　等 

  ９．１１  第５回　教　 頭　 会 ○研究主題に基づく各校の情報交換　等 

  ９．２４  教育研究所第一次検討会 ○各班の中間検討

１０．　３  １０月　定 例 校 長 会 ○開始前連絡、教育長指示・伝達　等

１０．　９  第６回　教　 頭　 会 ○研究主題に基づく各校の情報交換　等

１０．１３    中学生のための大学講座 ○講義「正多面体を作ってみよう」

　（数学） 東京大学大学院数理科学研究科

１０．１７  学力向上対策フォーラム ○各小中学校における学力向上対策について

１０．３１  幼保こ小関連教育推進事業 ○授業公開　　於：桜ヶ丘保育園

１１．　６  １１月　定 例 校 長 会 ○開始前連絡、教育長指示・伝達　等

 １１．１４    教 育 水 準 向 上 研 究 ○小学校部会　升形小学校、川田小学校

 授 業 研 究 会 ○中学校部会　沼田西中学校

１１．１５  第７回　教　 頭　 会 ○研究主題に基づく各校の情報交換　等

１１．１８  第３回  幼稚園長会議 ○第２回以降の特記事項についての報告　等

１２．　１  中学生のための大学講座 ○実習・講義「～色（物質）を分けるペーパークロマ

 （理科） 　トグラフィー～」　群馬大学理工学部理工学系技術部

１２．  ３  １２月　定 例 校 長 会 ○開始前連絡、教育長指示・伝達　等

１２．１１  第８回  教　 頭 　会 ○班別研修の概要報告、情報交換　等

　１．　９  １ 月　 定 例 校 長 会 ○開始前連絡、教育長指示・伝達　等

  １．１５  第３回  幼稚園長会議 ○第３回以降の特記事項についての報告　等

  １．１６  国際交流事業説明会 ○来年度の国際交流事業について

  １．１７  第３回教育水準向上推進委員会 ○今年度の成果と課題、次年度の計画等について

  １．２１  教育研究所第二次検討会 ○研究のまとめの検討

  １．２２  第９回　教   頭   会 ○班別研修　等
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  １．２３  沼田市いじめ防止子ども ○いじめ防止に向けた協議 

 会議 「いじめのない学校を目指して　～SNSに関するトラブル

について考えよう～」

  １．２４  教 務 主 任 会 ○教育課程及び学事等について     
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